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平成 29 年度の博物館館園実習・見学実習に
ついて
　　　　　　　　　　　　　　　   九州保健福祉大学学芸員養成課程
　平成 29 年度の博物館館園実習 ( 学外実習 ) では、15 名の実習生 (4 年次生対象 )














　本年度は総合博物館 1 名、美術館 3 名、歴史・考古学系博物館 3 名、動物園・











奈義町現代美術館 ( 岡山県　奈義町 )
実習期間：平成 29 年 9 月 10 日～ 9 月 16 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薬学部　動物生命薬科学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安藤　未有
　奈義町現代美術館は、通称 ”Nagi MOKA( ナギ・モカ )” と呼ばれ、日本を代表
























































実習期間：平成 29 年 8 月 17 日～ 8 月 30 日
薬学部　動物生命薬科
上間　愛乃
名護博物館は、昭和 59(1984) 年に開館して創立 33 年になる。開館当初から

















実習 1 日目の最初は、10 年研修の小中学校の教員と一緒に博物館を見学し
た。学芸員の村田さんが博物館の展示の案内をしてくれた。主に沖縄の歴史に




















の看板ものこされていた ( 写真 2)。














































御船町恐竜博物館 ( 熊本県　御船町 )





















同時進行した ( 写真 )。















































大牟田市動物園 ( 福岡県　大牟田市 )







































































































































































http://oita-kaori.jp/museum/about/about.html : 平成 29 年 12 月参照 )。1 階部
分は香りに関する物を売っているミュージアムショップ、ハーブティーやコー








実習 1 日目は、朝 9 時 30 分から植物園の掃除と朝礼。10 時から香りについ
ての講座を 1 時間行った。香りには天然性と合成香料両方が使われていて、天
然性の中でも動物性と植物性に分かれている。動物性の香料は世界中に 4 種類
しか無く、香水を作る時この 4 種類のうち 1 種類以上入っていないと売れない
らしい事や、香水にはトップノート、ミドルノート、ベースノートに分かれて
いる事などを教えてもらった。11 時からは全ての展示を見て回り、12 時からは、
1 時間の休憩。13 時から 1 階の展示の解説をしてもらった。14 時からはそれ
ぞれの作業に分かれて、私は調香体験の調香ボトルの組み立てを 2 時間行った。
16 時 30 分からは実際に調香体験をし、17 時に帰宅。
　2 日目は、1 日目と同じく 9 時 30 分から植物園の掃除と朝礼をし、10 時か
ら 2 階の展示の解説を聞いた。かなり昔から世界中の宗教行事に香りが使われ
ていた事がわかり、日本では特に平安時代の貴族の間で日常生活に使われてい
たり、遊びにも使われていたという。11 時からは 1 階と 2 階にそれぞれ分かれ
て解説をした。この時は 2 階を担当し、来館者に解説を行ったがとても難しく、





私たちはどういった作業をするのかの段取りもあった。16 時 30 分からは、香
りの講座。アロマによって病気や体調が変化する事を学んだ。








したりなどの補佐作業をした。12 時過ぎに終わり、片付けをし、12 時 30 分か
ら休憩。13 時 30 分から 3 階の展示の解説をしてもらい、歴史によって香水に
変化があったり違う種類の香水なのに同じ香水ボトルが使われていたりしてい
る事を知り、とても驚いた。14 時からは、またそれぞれ分かれて来館者への解説、
今回は 2 階の担当だった。2 回目ということで 1 回目よりもうまく説明ができ
たと感じた。1 時間早めに来たので、16 時に帰宅。
　4 日目、9 時 30 分から植物園の掃除と朝礼。10 時から、それぞれ分かれて
作業をした。私は、ショップで商品のラッピングやテスターの補充、棚のほこ
りを拭いたりした。12 時から休憩をし、13 時からまたそれぞれ分かれて作業。
今回は 3 階の解説を担当した。16 時からは香りの講座があり、最終日に香りを
嗅いで名前を当てるテストがあるのでその勉強をした。何回やっても名前と香
りが一致しないので、とても難しかった。
　5 日目、9 時 30 分から植物園の掃除と朝礼。10 時からそれぞれ分かれて解
説。今回は 1 階部分を担当した。1 回目の時と比べて来館者に説明ができるよ
うになったと感じた。12 時から休憩をし、13 時からまたそれぞれ分かれて作業。
私は 2 階の解説を担当した。14 時からは前日勉強した香りについてのテストを
行った。香りの名前と香りのイメージ、体験型博物館とは何が大事なのか、そ









西都原考古博物館 ( 宮崎県　西都市 )









私はこの西都原考古博物館にて 8 月 29 日から 9 月 5 日までの (3・4 日を除



















































体験館業務は、竹の収集や火入れ、ワークショップを行った。9 月 10 日に行
われるワークショップのために、子供たちが割りやすい大きさに竹を切って集
めたり、茅葺きの屋根を長持ちさせるために火入れをしたりと、力仕事もあっ




















鹿児島市平川動物公園 ( 鹿児島県　鹿児島市 )







rakawazoo.jp/shisetsu/gaiyou 平成 29 年 12 月確認 )。










































笹はあまり日持ちしないため週に 2~3 回、3~4 本収穫しに行くそうだ。
　午後からは、ツル舎、レッサーパンダ舎の掃除や給餌をした。レッサーパン
ダの給餌と同時に採血や聴診のトレーニングをしていたので見学した。






















鹿児島市平川動物公園 ( 鹿児島県　鹿児島市 )








　私は平川動物公園にて 9 月 1 日から 9 月 8 日 (9 月 4 日は休み ) までの 7 日

























































⾼鍋町美術館 ( 宮崎県　⾼鍋町 )
実習期間：平成 29 年 9 月 5・12・20・24・10 月 6 日
薬学部　動物生命薬科学科
秦　真季子
私は、宮崎県⾼鍋町にある⾼鍋町美術館で、9 月 5、12、20、24、10 月 6
日の計 5 日間実習を行った。
私が実習に行っている間に開催されていた展示会が企画展で『クレパス画×



























































宮崎市フェニックス自然動物園 ( 宮崎県　宮崎市 )　
実習期間：平成 29 年 9 月 4 日～ 11 日
薬学部　動物生命薬科学科
松尾　勇士





















































篠栗町歴史民俗資料室 ( 福岡県　笹栗町 )
実習期間：平成 29 年 9 月 4 日～ 15 日
薬学部　動物生命薬科学科
松谷　梨花
私は福岡県粕屋郡にある篠栗町歴史民俗資料室に、今年の 9/4 ～ 15 の約 2
週間実習に参加した。この資料室では地域文化の情報発信基地として歴史、民俗、
埋蔵文化財、古文書などの貴重な史・資料を収蔵、展示しています。














































大分市美術館 ( 大分県　大分市 )
実習期間：平成 29 年 8 月 28 日～ 9 月 8 日
薬学部　動物生命薬科学科　4 年
宮崎　明音






平成 29 年 12 月参照 )。
私はこの大分市美術館にて、8 月 28 日から 9 月 8 日までの土曜日、日曜日
を除いた 10 日間実習に参加させて頂いた。実習生は私を含め 9 人で、時間割
によって学芸員さんや市の職員の方から教わるというかたちであった。前半の

































































































八代市博物館・未来の森ミュージアム ( 熊本県　八代市 )




昭和 50 年代からの計画があった。昭和 54(1979) 年には八代市教育文化センター
建設準備室が設置され、昭和 63(1988) 年博物館の分離独立建設が決定。平成
3(1991) 年 2 月には「八代市博物館未来の森ミュージアム」の名称が決定され、



































　3 日目は次の日が子ども体験講座であり、銅鏡と富本銭 ( 日本最古の貨幣 ) の
レプリカをつくるので事前に体験し、明日の作業の流れの確認を行った。合金

















































いおワールドかごしま水族館 ( 鹿児島県鹿児島市 )





　私はこのいおワールドかごしま水族館にて、9 月 1 日から 14 日までの 4 日、









































アの染色の手伝い ( 排卵周期を調べるため )、イルカショーのバックヤードでの
仕事を見学した。イルカへの指示出しやその体について教えて頂いた。バック
ヤードの説明、トレーニング見学をした。この日は実際にイルカに触れる事が
できたが、その際 80 のサインをイルカは覚えているという話や、水族館によっ
てサインが異なっている事を初めて知った。薬や染色について獣医さんから教
えて頂けたので良い経験になった。
　7 日目の午前中は、開館前の見回り、調餌、水温測定、担当の方からクラゲ
について教えて頂いた。午後は、アクアラボの見学、展示課の方にわくわくはっ
けん広場とタッチプールの説明をして頂き、給餌、逆洗の見学、水温測定、エフィ
ラの換水を行った。クラゲをスポイトで吸い上げ、移す作業が大変だった。
　8 日目の午前中は、開館前の見回り、調餌、黒潮大水槽の給餌を見学、黒潮
大水槽の酸素濃度測定、いおの日の手伝いをした。午後は、アクアラボの見学、
いおの日の手伝い、水温測定、エフィラの換水、ロープの仕分け、給餌をした。
数の多いエフィラをスポイトでとる作業は大変だが、成長してクラゲになるの
は少ないと聞き、育てる事の大変さを知った。いおの日の手伝いで、小さい子
と関わり、この子らに向けた説明の仕方を学んだ。
9 日目の午前中は、開館前の見回り、調餌、給餌、水槽の掃除を行った。午後は、
課題作成、来館者の前で発表のリハーサルをした。水槽の掃除は力を入れてこ
すってもなかなか汚れが落ちなくて大変だった。給餌の時水槽の上からのぞく
とネズミフグがあがってきて、餌をねだって⼝をパクパクする姿が可愛かった。
課題を発表する前に来館者に声をかけて聞いてもらうまでが大変だった。
　10 日目の午前中は、開館前の見回り、調餌、水槽の塩分濃度測定、水温測定
を行った。午後は、課題を来館者の前で発表、午前中に終わらなかった塩分濃
度と水温の測定、給餌、エフィラの数かぞえを行った。最終日という事もあり、
バックヤードで迷うことなく測定を行えた。前日と同じで課題を発表するまで
が大変だった。一方的に説明するだけになってしまったので、来館者を引き付
けるためのアドバイスを展示課の方から頂けた。初日よりカブトクラゲの給餌
が上手くできた。
　この実習を通して、生き物の管理をする大変さ、来館者に興味を持って頂け
る展示や説明をする大変さを知ることができた。また、飼育員の方だけではな
く総務課の方の仕事の重要性を知り、どちらの役割も欠かせないのだと学んだ。
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